
　５月２７日に丸山いきいき交流会

が開催され、昭和５年にこの地で誕

生した「房州よいとこ」の踊りを和田

町民舞の会の方々に披露していただ

きました。みなさん歌に合わせて手

拍子をし、なじみの深い地元の民謡

を楽しみました。

やっぱり民謡っていいね♪ 



平成30年度　南房総市社会福祉協議会

南房総市社会福祉協議会では、ともに助け合い・ささえあい、その人らしく健やかに暮らすことができる
地域を築くため、地域の皆様や福祉関係団体、行政機関との協働により、次の事業を実施しました。

主 な 事 業 報 告

　
共同募金の推進

◇共同募金事業
　●募金箱コンクール…………………  応募総数 99点
　●みなみんふれあい映画上映会 …… 参加者数 84人
　●歳末たすけあい運動 ……… 配分世帯（者）523件
　
在宅介護のお手伝い
（介護保険法・障害者総合支援法に基づく介護サービス
 を含む）
◇ホームヘルパーによる訪問介護
　……………………………………… 利用件数 2,133 件
◇居宅介護支援（ケアプラン作成）
　…………………………………………利用件数 435件
◇ホームヘルパーによる障害者居宅介護
　…………………………………………利用件数 345件

ボランティア活動を応援
◇ボランティア養成講座の開催
　●給食ボランティア講座………………… 159 人参加
　●災害ボランティア講座 …………… 延べ 91人参加
　●生活支援担い手講座 ……………… 延べ 88人参加
　●サマーボランティアスクール …………  20 人参加
◇ボランティアセンターの運営
　●登録ボランティアグループ ………………  73 団体
　●登録ボランティア数 ………………  延べ 1,258 人
　●ボランティア団体への助成 ………………  55団体

福祉教育の推進
◇小・中学校、高校への福祉教育推進助成金の交付
　………小学校 (8校 )、中学校 (6校 )、高校 (1 校 )
◇学生福祉体験講座を開講
　福祉の心を育む為、ボランティア体験を実施。
　……………………………………………… 182 人参加
◇福祉作文コンクール  ………………… 応募数 362点

各種資金の貸付
◇福祉資金貸付 ……………………………貸付件数０件

ふくしの相談
◇弁護士や司法書士による無料法律相談…………53件

施設管理
◇ちくら介護予防センターゆらり
　…………………………………………… 延べ 8,078 件

社協活動をたくさんの方々に知っていただくために
◇ホームページの運営
◇社協広報誌「てんだぁ」の発行
　…………………………………年 3回（７・11・3月）
◇第 13回南房総市社会福祉大会の開催
　……………………………………………約 200人参加

高齢になっても安心して暮らせる地域に
◇ 70歳以上のひとり暮らしの方へお届けするふれあい　
　ランチサービス………………………配食数 9,493 食
◇在宅介護をされている方へ紙おむつを年 4回給付
    ………………………………………  給付件数 483件
◇お達者サロン支援事業
　 ……………協力者数 3,105 人 　利用者数 7,604 人
◇生活援助サービス事業（みなみんおたすけサービス）
　●日常の家事を手伝い在宅生活を支援
　　（利用会員 6人・協力会員 13人・利用件数 101件 )
◇高齢者・障害者の外出支援（交通空白地有償運送）
　●ホームヘルパーによる外出支援サービス
　…………………………………………送迎件数 911件
　●ボランティアによる移送サービス
　　（利用会員 137人・協力会員 64人）
　………………………………………送迎件数 1,803 件
◇日常生活自立支援事業 …………  現任支援員数 9人
　●新規相談 5件・新規契約 5人・契約 11人
　　生活支援員が日常生活の財産管理や福祉サービス
　　の利用援助をサポートし、安定した生活を送れるように支
　　 援しました。
◇生活困窮者自立相談支援事業
　●新規相談 55 件・プラン作成 27件・終結件数 9 件
　　専門の相談支援員が、個々の抱えている課題を関
　　係機関と連携調整を図りながら、自立に向けた支
　　援をしました。

地域のみなさまと共に
◇結婚 50周年記念祝賀事業の開催
　金婚式をお迎えのご夫妻へ記念品を贈呈
　………………………………………………   55 組贈呈
◇高齢者肖像画贈呈事業
　長寿を祝し対象者へ贈呈……………………21人贈呈
◇市内 16地区社会福祉協議会の運営支援
◇市内７地区に「ささえあいネットワーク南房総」お
　よび「生活支援コーディネーター」の設置により、
　地域の福祉課題を地域で支え合い解決できる仕組みづ
　くりをさらに進めました。
◇火災、風水害等の被災者に応急援護資金の交付
　……………………………………お見舞い世帯数 6件
◇ひとり親家庭支援事業（新規）
　………………………………………助成金交付４世帯

福祉車両・福祉機器貸出リサイクル
◇車イスに乗ったまま利用できる福祉車両の貸出
　…………………………………………貸出件数 789件
◇車イス・ベッド等の福祉機器の貸出
　………………………………………   貸出件数 112件
◇車イス・歩行器等を受入れ整備し必要とする方に提供
　……………………………………………  譲受数 19  件
　……………………………………………  譲渡数 11件

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 48 ●



会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

基金積立資産取崩収入
積立資金取崩収入
その他の活動による収入
その他の活動収入計(7)
基金積立資産支出
積立資産支出
その他の活動による支出

流動資産
固定資産

流動負債
固定負債

基本金
基金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動増減差額

施設整備等寄附金収入
施設整備等収入計(4)
固定資産取得支出
施設整備等支出計(5)

人件費支出
事業費支出
事務費支出
配分金支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
その他の支出
事業活動支出計(2)

事業活動収入計(1)

事業活動による収支
勘　　定　　科　　目

資 産 の 部 負 債 の 部 純 資 産 の 部

資金収支計算書
平成30年度決算報告

貸借対照表

事業活動計算書
（自）平成30年4月1日（至）平成31年3月31日 （自）平成30年4月1日（至）平成31年3月31日 （単位：円）（単位：円）

決　　　算

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)  
前期末支払資金残高(12)  
当期末支払資金残高(11)+(12)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
予備費支出(10)

資産の部合計 負債の部合計 純資産の部合計

その他の活動による収支

施設設備等による収支

14,409,317
1,163,599
92,129,269
36,934,487

0
5,529,761

0
10,034,240
1,110,040
20,193
2,300

161,333,206
107,861,248
27,877,592
6,319,871
5,660,000

0
6,281,000
3,000
0

154,002,711
7,330,495

　
0
0

2,255,328
2,255,328

△2,255,328
　

12,227
5,216,000

0
5,228,227
1,178,336
1,231,669
5,549,340
7,959,345
△2,731,118

0
2,344,049
71,515,743
73,859,792

82,150,641
247,349,086

329,499,727 144,112,609

14,982,849
129,129,760

8,000,000
107,244,334
362,913

16,892,778
52,887,093
185,387,118
329,499,727

収

　
　
　
　
　入

収
入

収
入

支
出

支
出

支

　
　
　
　
　出

会費収益
寄附金収益
経常経費補助金収益
受託金収益
事業収益
負担金収益
介護保険事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の収益
サービス活動収益計(1)

施設整備等寄附金収益
その他の特別収益
特別収益計(8)
固定資産売却損・処分損
国庫補助金等特別積立金積立額
特別費用計(9)

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益
サービス活動外収益計(4)
サービス活動外費用計(5)

人件費
事業費
事務費
配分金費用
助成金費用
負担金費用
基金組入額
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
その他の費用
サービス活動費用計(2)

サービス活動増減の部
勘　　定　　科　　目 決　　　算

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

前期繰越活動増減差額(12) 
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 
基本金取崩額(14) 
基金取崩額(15) 
その他の積立金取崩額(16) 
その他の積立金積立額(17) 
次期繰越活動増減差額(18)=(13)+(14)+(15)+(16)-(17)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 
繰越活動増減差額の部

経常増減差額(7)=(3)+(6) 
特別増減の部

サービス活動外増減の部

14,409,317
1,163,599
92,129,269
36,934,487
5,529,761

0
10,034,240
1,110,040

0
161,310,713
118,369,908
27,877,592
6,319,871
5,660,000
6,281,000
3,000

1,178,336
2,669,742
△501,584

0
　167,857,865
△6,547,152

　
20,193
2,300
22,493

0
22,493

△6,524,659
　
0
0
0
4
0
4
△4

△6,524,663
　

54,186,448
47,661,785

0
12,227

5,216,000
2,919

52,887,093

収

　
　
　
　
　益

収

　益

収

　益

費
用

費

　用

費

　
　
　
　
　用

平成31年3月31日現在 （単位：円）

負債及び純資産の合計

その他の活動支出計(8)

平成 30年度　社協会費のご報告とお礼
　平成 30年度会費の納入にご協力ありがとうございました。
　皆様からのご協力による貴重な会費は、事業計画により地
域福祉・在宅福祉の充実・ボランティア育成等の事業に有効
に役立たせて頂きました。

平成 30年度会費納入実績
会 費 の 種 類 金 　 　 　 額
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●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 48 ●

『ささえあいの気持ち』
が安心して暮らせる地域をつくります

◆令和元年度　南房総市社会福祉協議会　事業計画及び予算◆
　
南
房
総
市
で
は
、
家
族
構
成
や
生
活
環
境
が
多
様
化
す
る
中
で
生
活
課

題
を
抱
え
る
方
々
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
会
は
、
令
和
元
年
度
の
活
動
目
標
と
し
て
「
互
い
に
さ
さ
え
あ

い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
よ
り
身
近
な

地
域
で
課
題
解
決
に
結
び
つ
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
住
民
相
互
の

さ
さ
え
あ
い
活
動
に
つ
い
て
協
議
検
討
を
行
う
「
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
南
房
総
」（
協
議
体
）
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ

と
り
の
困
り
ご
と
を
自
ら
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
、
そ
れ
を
地
域
ぐ
る
み

で
支
援
す
る
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
べ

く
、
地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
や
相
談
機
関
と
の
連
携
を
生
か
し
た
支
援

に
も
取
り
組
み
、
地
域
力
の
向
上
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
次
の
よ
う
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

身
近
な
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
づ
く
り
や
、

さ
さ
え
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

● 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
支
援

　
　（
市
内
16
地
区
）

　
● 

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
・
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

り
、
住
民
主
体
の
福
祉
活
動
を
推
進
）

　
●
福
祉
団
体
の
支
援

日
常
の
生
活
を
支
え
る
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

●
移
送
サ
ー
ビ
ス
（
交
通
空
白
地
有
償
運
送
）

　
●
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
（
み
な
み
ん
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス
）

　
●
福
祉
車
両
・
福
祉
機
器
の
貸
出
・ 

リ
サ
イ
ク
ル

　
●
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　
●
災
害
に
備
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
活
動
の
推
進

　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

　
●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

さ
さ
え
あ
い
の
地
域
福
祉
活
動
を
支
援

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援

今

年

の

事

業

方

針

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

●
紙
お
む
つ
の
配
布

●
お
達
者
サ
ロ
ン
活
動
へ
の
支
援

●
高
齢
者
・
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

　
サ
ー
ビ
ス

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

●
ち
く
ら
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
ら

　
り
」
の
運
営



サービス区分 予 算 額 サービス区分 予 算 額
法人運営事業 １5 1 ，２０５ 歳末たすけあい募金配分事業 ６，４９６
地域福祉活動推進事業 １4 ，９9 0 市受託事業 ３５，８０６
住民参加型在宅福祉サービス事業 ９，０１１ 県社協受託事業 １，６０７
福祉活動支援事業 ７７６ 介護サービス事業 ４６，８１３
福祉資金貸付事業 ２，７３８ 施設管理事業 １１，８１８
赤い羽根募金配分事業 ６，２０２

合　　　　計 ２８７，４６２

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 48 ●

身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に

各
種
相
談
や
福
祉
資
金
の
貸
付
に
応
じ
ま
す
。

　

●
無
料
法
律
相
談

　
●
日
常
生
活
自
立
支
援

　
●
生
計
困
難
者
に
向
け
た
相
談
お
よ
び
支
援

　
●
福
祉
資
金
の
貸
付

　
●
災
害
見
舞
金
の
交
付

　
●
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支
援

地
域
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
広
め
て
い
ま
す
。

　

●
福
祉
体
験
出
前
講
座

　
●
福
祉
作
文
・
赤
い
羽
根
募
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル

　
●
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

各
種
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
資
金
等
を
募
り
、

福
祉
活
動
の
実
施
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
●
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
●
災
害
義
援
金
の
募
集

　
●
寄
付
金
・
物
品
寄
付
の
受
領

　
●
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
協
力

　
●
古
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク
等
の
収
集

困
り
ご
と
や
福
祉
資
金
の
貸
付
相
談

福
祉
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

令和元年度の予算

さ
さ
え
あ
い
活
動
の
資
金
や
物
資
を
募
集

振込先：口座記号番号　00180-8-554438　加入者名　社会福祉法人南房総市社会福祉協議会

一般会費　 　 1,000円　区長会のご協力を得て各世帯にご協力をいただいています。
賛助会費　 　 2,000円　社協事業にご賛同いただける個人の方にご協力をいただいています。
特別会費   　 ５,000円   社協事業 ・ 地域福祉事業に特にご賛同していただける個人 ・ 企業の
                                        皆様にご協力をいただいています
施設団体　1 口　 5,000円　社協事業にご賛同いただける福祉施設・団体様にご協力をいただいています

～みんなでささえあえる
　　福祉のまちづくりのために～ 社協会員加入のお願い

（単位：千円）〇法人全体合計　２８７，４６２千円

会費納入につきましては郵便振込でも受付けております。



4月23日

6月21日

6月27日

お
達
者
サ
ロ
ン
や
あ
ば
っ
し
ぇ
白
浜

第
一
回  

千
倉
地
区
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
日

お
達
者
サ
ロ
ン
み
よ
ち
ゃ
ん
家

　

白
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
週
火
曜
日
に
お
達

者
サ
ロ
ン
や
あ
ば
っ
し
ぇ
白
浜
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
お
年
寄
り
が
「
や
あ
ば
っ
し
ぇ
よ
〜
」
と
誰
も
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
つ
ど
い
の
場
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
昼
食
を
済
ま
せ
た
後
、
み
ん
な
で
近
く
の
「
白

浜
い
ち
ご
狩
り
セ
ン
タ
ー
」
へ
い
ち
ご
狩
り
に
出
か
け
ま
し

た
。
ハ
ウ
ス
の
中
は
、
甘
い
い
ち
ご
の
香
り
が
漂
い
、
真
っ

赤
な
大
き
な
い
ち
ご
を
見
つ
け
パ
ク
ッ
と
一
口
！
「
あ
ま
い

ね
ぇ
〜
」「
美
味
し
い
ね
ぇ
〜
」
と
言
い
な
が
ら
次
か
ら
次
へ

と
手
が
伸
び
、
帰
る
頃
に
は
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
み

ん
な
で
旬
の
い
ち
ご
狩
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、

　
「
あ
の
〜
故
郷

へ　

帰
ろ
う
か
な

〜
♪
帰
ろ
う
〜
か

な
〜
♪
」

　

印
象
的
な
サ
ビ

の
一
節
。
聞
い
て

い
る
人
達
を
う
っ

と
り
さ
せ
て
し
ま

う
美
声
が
会
場
を

包
み
ま
す
。
こ
の

歌
声
は
、
歌
い
方

の
講
師
と
し
て
地

域
で
活
動
し
て
い

る
石
井
月
子
さ
ん

　

三
芳
地
区
の
高
齢
者
の
つ
ど
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
、
お

達
者
サ
ロ
ン
み
よ
ち
ゃ
ん
家
で
は
、
み
ん
な
で
た
ま
に
は
出

か
け
た
い
と
の
声
が
あ
り
、
今
回
バ
ス
で
丸
山
地
区
の
日
運

寺
、
真
野
寺
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　
「
南
房
総
の
ア
ジ
サ
イ
寺
」
と
も
称
さ
れ
る
日
運
寺
の
ア
ジ

サ
イ
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
あ
で
や
か
に
咲

く
ア
ジ
サ
イ
を
な
が
め
な
が
ら
「
こ
れ
変
わ
っ
て
る
ね
え
」

「
こ
っ
ち
は
花
が
大
き
い
ね
」
と
、
お
し
ゃ
べ
り
の
花
も
咲
き

ま
し
た
。

　

真
野
寺
で
も
季
節
の
花
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
三
芳
の
道
の

駅
鄙
の
里
で
昼
食
を
と
り
、
午
後
か
ら
は
、
地
元
の
福
祉
施

設
を
見
学
し
、
職
員
に
よ
る
施
設
の
説
明
に
み
な
さ
ん
興
味
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ま
た
来
年
も
行
き
ま
し
ょ

う
と
言
葉
を
交
し
合
い
、

楽
し
い
一
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

や
あ
ば
っ
し
ぇ
白
浜
で

は
、
一
緒
に
集
う
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
開
催
日

に
は
、
移
動
販
売
車
が
立

ち
寄
り
、
お
買
い
物
を
楽

し
み
に
す
る
参
加
者
も
い

ま
す
。
お
近
く
の
皆
さ
ん

も
一
度
サ
ロ
ン
を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

の
歌
声
で
す
。

　

千
倉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年
高
齢
者
の
交
流

を
目
的
に
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
日
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
懐
か
し
の
名
曲
「
北
国
の
春
」
の

歌
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
最
後
は
全
員
で
大
合
唱
♪
皆
さ
ん
上
手
に
大
き
な
声
で

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
作
り
の
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
参
加
者
か
ら

は
、「
毎
日
楽
し
み
な
が
ら
歌
う
こ
と
で
健
康
に
な
れ
る
な
ら
、

さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
試
し
て
み
た
い
！
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
石
井
さ
ん
に
よ
る
と
、
声
の
出
し
方
を
覚
え

た
り
、
リ
ズ
ム
感
を
鍛
え
る
と
脳
の
活
性
化
や
体
力
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
と
の
こ
と
。
み
な
さ
ん
、
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

深
げ
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

み
よ
ち
ゃ
ん
家

を
は
じ
め
と
し
、

市
内
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
お
達

者
サ
ロ
ン
は
、
高

齢
者
の
交
流
の
場

で
も
あ
り
、
地
域

の
情
報
を
得
る
場

と
し
て
も
一
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。



　
「
花
の
水
か
け
を
楽
し
み
な
が
ら
、
虹
の
よ
う
に
艶
や
か
な
花
を
眺
め
る
気
分
は

と
っ
て
も
さ
わ
や
か
で
す
。」

　

白
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前
に
は
、
た
く
さ
ん
の
プ
ラ
ン
タ
ー
が
並
び
、

そ
こ
に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

　

手
が
け
て
い
る
の
は
、
白
浜
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
あ
す
な
ろ
会
」（
会

長　

木
曽　

修
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
活
動
で
す
。

　

ご
家
庭
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問
し
、
次
の
よ
う
な
生
活

上
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
花
々
は
、
セ
ン

タ
ー
に
訪
れ
る
方
々
の
目
を
、
季

節
ご
と
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
、「
華
や
か

で
す
ね
。」
「
き
れ
い
で
す
ね
。」

と
か
け
て
く
れ
る
言
葉
が
、
こ
の

活
動
を
続
け
る
会
員
の
励
み
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
で
す
。

今
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

を
進
め
る
う
え
で
は
、
身
近
な
困
り
ご
と
を
身
近
な
地
域
で
支
え
あ
う
活
動
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
南
房
総
市
社
協
で
は
、
高
齢
の
方
や
障
が
い
を
持
っ
た
方
な

ど
の
暮
ら
し
の
中
で
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
」
の
お
手
伝
い
を
す
る
協
力
者
（
お

た
す
け
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

み
な
み
ん
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

●
ゴ
ミ
出
し
や
電
球
の
交
換

●
日
用
品
の
買
い
物
代
行　

な
ど

　

短
時
間
で
誰
で
も
で
き
る
活
動
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
活
動
に
応
じ
た
協
力
費
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
、
南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
実
施
す
る
担
い
手
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

活
動
の
例

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 48 ●



生活困窮者自立支援制度のご紹介

● 一人ひとりの困りごとをうかが　います。
● 相談内容に合わせて、　自立に向けた計画を
立て、目標に向けて一緒に取り組みます。

● 生活保護を受けている方以
外で生活に困っていて、最
低限度の生活を維持できな
くなる恐れのある方は誰で
も相談できます。

※ご相談は無料です。ご相談内容の秘密は守られます。
　電話や窓口での相談のほか、訪問による相談もできます。

南房総市社会福祉協議会本所 または、お近くの福祉サポートセンターへ

相
談
で
き
る
方

このような困りごとは
ありませんか。

受付時間：月曜日から金曜日（祝日除く）午前９時から午後５時まで相談は訪問や電話でも可能です。
☆ご相談は

相
談
の
流
れ

　この事業は、福祉サービスの利用についての助言や日常的な金銭における判断に不安を抱える高
齢の方や障がいを持った方が、住み慣れた地域で安心して自立した生活ができるよう、福祉サービス
に関する手続きや、金銭管理のお手伝いを行います。
　また、大切な印鑑や証券などを安全な場所でお預かりすることもできます。

　ご相談からサービスの提供にいたるまで、社会福祉協議会の専門員および生活支援員がお手伝いします。専
門員が、ご本人の意向をもとに適切な支援計画を作成します。生活支援員は、定期的に利用される方の元へお
伺いして、預貯金の出し入れや生活に必要な費用のお支払いを代行します。

日常生活自立支援事業の利用料・
年会費は次のとおりです。

年会費　３，６００円（月額３００円）

／支援に要した時間と生活支援員の交通費分がかかり
　　　    ます。

／年間３，０００円（月額２５０円）

公共料金や医療費の支
払い、銀行などでの払
戻しがうまくできない

通帳やはんこ、大切
な書類をよくなくし
てしまう

福祉サービスの利用
の仕方がわからない

　社会福祉協議会がお手伝いします。

このようなことで
困っていませんか？

日常生活自立支援事業のご紹介

役所から届く書類をどうし
たらいいのかわからない

　長引く景気の低迷により失業や非正規雇用で低収入となってしまったり、単身世帯やひとり親世帯が
増加し、また近所づきあいの希薄化による孤立などから、誰にも相談できない状況が広がっています。
そこで本会では、南房総市から委託を受けて自立相談支援事業の相談窓口を開設しています。経済的に
苦しい、生活に困っているなど様々な理由で悩みや不安を感じたらまずご相談ください。

働く意欲はあるが自信がない

就職活動は何からはじめて
いいかわからない

家賃や電気代など払えない

引きこもった家族が心配

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 48 ●



<対象ご夫妻>

<申込期間>
令和元年7月16日㈫から
8月9日㈮まで

● 南房総市社会福祉協議会
　ホームヘルプサービス　　 29 - 5 0 2 1
● 南房総市社会福祉協議会
　ケアプランセンター　　　 29 - 5 0 2 2

正しい体温の測り方

　今年は気温が上昇する時期が早く、これまで以上に熱中症が心配されます。
　高齢になると肺炎やインフルエンザになっても発熱しないことが珍しくなく、
体温を調節する機能も低下すると言われています。
　ご自身の平熱を知り、健康チェックをしましょう。

自分の平熱を知っていますか？　

①わきの下の汗をふく
②わきの下のくぼみに下から体温計をはさむ。
③わきに隙間が空かないように反対側の腕で押さ
　えるなどして、体温計を体に密着させる。
④計測が終わるまで安静にして過ごす。
　正確な平熱は、同じ条件で３日ほど測った体温を
参考にして下さい。最近は、おでこや耳で測定し、
わずか数秒で計測できる体温計も出ています。

●南房総市社会福祉協議会　てんだぁ 48 ●

平熱について

問い合せ先 /南房総市社会福祉協議会（本所）ま
たは、お近くの福祉サポートセンターへ（10ペー
ジ掲載）

申込先 /南房総市社会福祉協議会のお近くの福祉
サポートセンターへ（10ページ掲載）電話または
窓口にてお申込みください。

◆利用できる方

◆利用できる方

  ☆体調が
　　気になった時は、
　　 体温を測って健康　   
    チェックをしてみては
      いかがでしょうか。

これまで実施しておりました高齢者肖像画贈呈事業は、事業の見直しを行っ
た結果、平成 30 年度をもって終了とさせていただきます。なお、長寿のお
祝いに関する肖像画制作を希望される方は、有料にてご相談をお受けします。

詳しくは、10ページに掲載されている南房総市社会福祉協議会（本所）へお問い合わせください。

高齢者肖像画贈呈事業
終了のおしらせ



　

　　　

善意の寄付

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域福祉向上のため
有効に役立たせていただきます。ありがとうございました。

敬称略/平成31年３月～令和元年６月

社会福祉法人 南房総市社会福祉協議会
◆本所　南房総市千倉町瀬戸 2705-6

44-3577　 44-3542
◆とみうら福祉サポートセンター　 33-4565
◆とみやま福祉サポートセンター    57-2926
◆みよし福祉サポートセンター　    36-2276
◆しらはま福祉サポートセンター    30-5122
◆ちくら福祉サポートセンター　　 44-3541
◆まるやま福祉サポートセンター    46-2200
◆わだ福祉サポートセンター 　      47-3390
◆ホームヘルプサービス　　　　    29-5021
◆ケアプランセンター　                29-5022

たくさんのまごころ
ありがとうございます。

舞花カラオケ愛好会　　  　   　　 15,000円
演歌塾・丸山　　　　　 　　　　  137,959円
白浜地域づくり協議会きらり　　  50,705円

南総歌謡連盟　                     60,040円
演歌親睦協会千葉県事務局　   61,289円
匿名　1件　                          10,000円

ー 発行・編集 ー（各種お申込み先）

　南房総市内に在住し、在宅で日常生活のほとんどに介
護を必要とする方に紙おむつを給付します。昨年度までは
福祉サポートセンターの窓口で受取りをしていただいてお
りましたが、市内の身近なお店で希望する商品を選んでお
受取りいただけるように変更しました。
　また、給付月も５月・８月・１１月・２月に変更となりました。
なお、申請はこれまでと同じくお近くの福祉サポートセン
ターで受付ます。

○紙おむつ給付事業

○高齢者介護用品支給事業

申込期限／令和元年10月16日（水）まで
給付月／令和元年11月
申込先／南房総市社会福祉協議会お近くの福祉サポートセンター
問い合せ先／南房総市社会福祉協議会（本所）
　　　  または、 お近くの福祉サポートセンターへ　

・1日中ベット上で過ごされ日常のほとんどに介護を要す
　る要介護認定３・４・５の方

・日常生活のほとんどに介助を要する重度心身障害の方。

・精神障害者保健福祉手帳および療育手帳をお持ちの方

紙おむつ　・　紙パンツ　・　尿取りパッド
※１回あたり税込 5,000 円以内
　ただし要介護３の方は税込 2,500 円以内

　

対
象
者

品
目

・65歳以上で要介護４・５の方、介護をしているご家族
※要介護高齢者の属する世帯全員が前年度市民税非課税の世帯

紙おむつ　紙パンツ　尿取りパット　
※1回あたり25,000 円以内

対
象
者

品
目

紙おむつを支給します
    

～司法書士が相談に応じます～

開設日 場　　　　所

    9月 12 日 （木）  三芳保健福祉センター

  10月10 日 （木）  和田地域福祉センター

  11月14日（木）  白浜コミュニティセンター

  12月12日（木）  富山ふれあいコミュニティセンター

時間／午後１時～午後４時　

44-3577

○事前予約申込：随時電話にて予約を受け付けます。
○定　　員：6人（相談はおひとりにつき 30分まで）
○そ の 他：調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一
                     内容についての再度の相談は応じられません。
　　　　　　弁護士による相談は他の機関を紹介します。

無料法律相談

予約・問い合せ先：南房総市社会福祉協議会(本所）

    

　南房総市ならびに南房総市社会福祉協議会では、本
市関係の戦没者に追悼の誠を捧げると共に恒久の平和
を祈念し、第４回となる戦没者追悼式を行います。
　ご遺族様他関係各位には、ご参列くださいますよ
うご案内申し上げます。

〝４年に１度　恒久の平和を誓い〟
南房総市戦没者追悼式を挙行します

◆日　   時　令和元年10月25日(金)
　　　　　   午後２時より開式
◆場　   所　南房総市　白浜フローラルホール
◆問い合せ先　南房総市社会福祉協議会(本所)


